
～自然を尊び、農を誇り、喜びを生みだす 21世紀のまち鉾田～

ほこた

住民基本台帳人口 3月 1日現在（前月比）　人口 51,252 人（-56）　男 26,002 人（-22）　女 25,250 人（-34）　世帯数 19,365 戸（-7）
Hokota City Public Relations

報広 いのちとくらしの先進都市

鉾田市マスコットキャラクター

ほこまる
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2
月
下
旬
か
ら
3
月
上
旬
に
か
け
て

「
イ
チ
ゴ
摘
み
体
験
学
習
」
が
市
内
の

小
学
校
14
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
食
育
を
目
的
に
開
催
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
た
く
さ
ん
の
イ

チ
ゴ
に
感
激
す
る
声
や
、
お
い
し
い
イ

チ
ゴ
を
食
べ
た
喜
び
の
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

体
験
の
思
い
出
絵
画
展
が
、
5
月
7

日
ま
で
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
だ
ろ
う
」
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
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【 市 役 所 】
■産業経済部
　・旭地籍調査室、大洋地籍調査室を廃止
　　（室を廃止するもので、各総合支所駐在となり、

今までどおりの業務は行います）
■建設部
　・合併道路推進室を廃止（合併道路推進係は道路建設課へ移ります）
【教育委員会】
■教育部
　・学校教育課を教育総務課へ名称変更

行  政  機  構  の  変  更  内  容

市
役
所　

都
市
計
画
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

     （
内
線
）
１
２
６
２

問 特
別
障
害
者
手
当
等
に
つ
い
て

市
役
所　

社
会
福
祉
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

       （
内
線
）
１
５
６
３

問

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
障
害
等
に
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方

　

手
当
額
1
級　

月
額
４
万
９
９
０
０
円

　
　
　
　

2
級　

月
額
３
万
３
２
３
０
円

●
特
別
障
害
手
当

　

20
歳
以
上
で
、
精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
等
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方

　

手
当
額　

月
額
２
万
６
０
０
０
円

　

精
神
、知
的
ま
た
は
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て
、

各
種
手
当
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
手
当
に
よ
り
支
給
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
等
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方

　

手
当
額　

月
額
１
万
４
１
４
０
円

市行政機構図（H26.4.1）

　より機能的な組織体制の整備及び強化を図ることを目的として、4月 1日付けで、市の行政機構（市役所の組織）の一部が
変更になりました。

市　長 副市長 総 務 部 総 務 課

財 政 課

企 画 課

秘書広聴課

市 民 部 市 民 課

収 納 課

税 務 課

保険年金課

生活環境課

鉾田ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

産業経済課

地籍調査課

商工観光課

産業経済部

旭地籍調査室

大洋地籍調査室

道路建設課

都市計画課

建 設 部

合併道路推進室

下 水 道 課上下水道部

介護保険課

健康増進課

健康福祉部

鉾田保健ｾﾝﾀｰ

旭保健ｾﾝ ﾀ ｰ

大洋保健ｾﾝﾀｰ

社会福祉課

子ども家庭課

第二保育所

福祉事務所

保 護 室

第一保育所

旭市民センター

大洋市民センター

会 計 課会計管理者

変更があった市長部局と教育委員会のみ 廃止になった部署 変更になった部署

教育委員会

教 育 長

教 育 部

教
育
総
務
課
（
名
称
変
更
）

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

鉾
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

大
洋
分
室
（
大
洋
公
民
館
内
）

旭
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

指

導

課

生

涯

学

習

課

鉾
田
中
央
公
民
館

旭

公

民

館

大
洋
公
民
館

図

書

館

総

合

公

園

旭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

鉾
田
分
室
（
鉾
田
中
央
公
民
館
内
）

鉾
田
市
被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
制
度

東
日
本
大
震
災
に
係
る

申
請
期
間 

延
長 

の
お
知
ら
せ

　

鉾
田
市
被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
制
度
の
申
請
期
間

が
左
記
の
と
お
り
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
要
件
や
詳
細

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
問
合
せ
先
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鉾
田
市
被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
制
度
と
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
が
金
融
機
関
等
か
ら
借
入
金
を

利
用
し
て
自
己
用
住
宅
の
復
旧
工
事
（
新
築
・
補
修
等
）

ま
た
は
宅
地
復
旧
工
事
（
液
状
化
に
よ
る
地
盤
改
良
等
）

を
行
っ
た
場
合
、
5
年
間
に
限
り
借
入
金
に
係
る
利
子
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

【
変
更
前
】

【
変
更
後
】

平
成
26
年
3
月
31
日

平
成
26
年
12
月
26
日

平成 26年度市職員人事異動（課長級以上）

部
長
級

　

産
業
経
済
部
長　
　
　
　
　

山
口　

勝
美

　

建
設
部
長　
　
　
　
　
　
　

田
山　

和
彦

　

上
下
水
道
部
長　
　
　
　
　

人
見　

國
昭

　

旭
市
民
セ
ン
タ
ー
参
事

　
　
　
　
　

兼
セ
ン
タ
ー
長　

白
田　

良
孝

　

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
参
事

　
　
　
　
　

兼
セ
ン
タ
ー
長　

入
江　

雄
司

課
長
級

　

秘
書
広
聴
課
長　
　
　
　
　

金
沢　
　

覚

　

市
民
課
長　
　
　
　
　
　
　

小
室　

多
正

　

生
活
環
境
課
長　
　
　
　
　

小
沼　

富
男

　

産
業
経
済
課
長　
　
　
　
　

小
沼　

三
男

　

地
籍
調
査
課
長　
　
　
　
　

皆
藤　

正
秀

　

都
市
計
画
課
長　
　
　
　
　

海
老
原
尚
也

　

健
康
増
進
課
長　
　
　
　
　

飯
島　
　

衛

　

教
育
総
務
課
長　
　
　
　
　

横
田　
　

務

　

鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長　

小
原　

年
光

　

第
二
保
育
所
長　
　
　
　
　

石
崎　

逸
代

　

図
書
館
長　
　
　
　
　
　
　

飯
島　

幸
至

　

社
会
福
祉
課
保
護
室
長　
　

才
川　

一
弘

　

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
副
参
事　

飯
島
與
治
右
衛
門

　

教
育
総
務
課
新
し
い

　
　

学
校
づ
く
り
推
進
室
長　

長
峰　

道
男

　

指
導
課
副
参
事　
　
　
　
　

西
野　
　

功
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　（仮称）鉾田市民交流館は、ホールや付帯施設、会議スペース、
市民活動スペース、広場など、様々な機能を併せ持ち、文化振
興だけでなく、市民が気軽に集うことができ、地域の魅力と活
力を生み出すシンボル施設となるよう計画しています。
　このたび、施設のコンセプトや概要などについて、市民の皆
様にお知らせするため、住民説明会を開催いたします。

住民説明会に参加できない方のために、ご意見を募集します。
●閲 覧 場 所：市ホームページ、市役所 1階ロビー、各支所総合窓口グループ
●閲覧及び募集期間：4月 4日（金）～ 4月 30 日（水）まで
●提出先及び提出方法：郵送、ＦＡＸ、電子メール、閲覧場所備え付け回答箱
〒 311-1592　鉾田市鉾田 1444-1　鉾田市総務部企画課
　　　　　　FAX：0291-32-4443　　　：kouryukan@city.hokota.lg.jp
※ 閲覧資料については、4月 4 日（金）に提示します。また提出様式
については、任意（住所・氏名を明記）で構いませんが、市ホームペー
ジや閲覧場所に様式を備え付ける予定です。
※提出いただいたご意見は、事業の参考とさせていただきます。

開催日時・会場（ご都合のよい会場へお越しください）

日　　時 場　　所

4月 22日（火）19時から 旭地区学習等供用施設

4月 23日（水）19時から 大洋公民館大集会室

4月 24日（木）19時から 徳宿小学校体育館

4月 26日（土）19時から 鉾田南中学校体育館

市役所　保険年金課　☎３３ー２１１１（内線）１１２３問

　後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者全員に負担してい
ただく「均等割額」と被保険者ごとの所得に応じて負担してい
ただく「所得割額」の合計額が、個人ごとに計算されます（被
保険者全員が保険料を負担します）。
　保険料率（「均等割額」・「所得割額」）は、都道府県単位で決
定され、2年ごとに見直しを行います。今回、平成 26・27 年度
保険料率は据え置きとなりましたが、被保険者間における保険
料負担公平の確保及び中低所得者の負担軽減を図るため、保険
料の賦課限度額（上限額）の 2万円増額及び均等割額の軽減対
象を拡大しました。

年　　度 平成 26・27 年度 平成 24・25 年度
（参考）

保 険 料
均等割額 ３９，５００円 ３９，５００円

所得割率 ８．００％ ８．００％

保険料の賦課限度額（上限額） ５７万円 ５５万円

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の場合 均等割額の軽減割合

33 万円＋「24.5 万円×世帯の被保険者数（被保険者
である世帯主を除く）」を超えない世帯
　　　　　　　　　　　　↓
33 万円＋「24.5 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯

５割

33 万円＋「35 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
　　　　　　　　　　　　↓
33 万円＋「45 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯

２割

◆ 平成 26・27 年度保険料率

◆ 均等割額の軽減対象の拡大

鉾田市協働のまちづくり推進事業費補助金のご案内
市役所  企画課　☎３３～２１１１（内線）１３０２問

　市民自らの発想と行動によって地域の課題を解決していこうという、市民活動団体等が実施するまちづくり活動に、
補助金を交付します。

【補助団体の要件】
○  5 人以上の構成員を有し、その 8割以上が鉾田市在住・在勤・
在学者であること
○主に市内で活動をおこなう団体であること
○適切な会計処理がおこなわれていること
○任意の団体については規約等を有していること

【補助の内容】

名　称 補助の内容

活動スタート支援 これからはじめる事業、はじめたばかりの事業
に対し、最大 5万円を補助

活動促進支援
「活動スタート支援」でおこなってきた事業を
拡大・発展しておこなう事業に対し、最大 10
万円（事業費総額の１／２の額）を補助

まちづくり推進支援
「活動スタート支援」、「活動促進支援」事業の
さらなる継続を推進する事業に対し、最大 30
万円を補助　※ただし審査委員長推薦による

【過去の実績】
団　体　名 事　業　内　容

ほこたカルタを普及する会 ほこたカルタ大会の実施・
ほこたカルタ展示パネルの作成

鉾田市まちづくり推進会議
仲間づくり部会 婚活 deまちづくりの実施

明るく住みやすい町創り会 独居者の孤独感の解消運動など

【補助対象となる事業】
補助対象となるのは、前記団体が実施する公益的・継続的なまち
づくり事業です。ただし、次の場合は補助の対象となりません。
●年度内に他の補助金、助成金等を受けている事業
●過去に他の市町村からの補助を受けている事業
● 他団体及び特定個人への、金銭または物品の提供を主たる目的
とする事業
●政治活動・宗教活動及び営利目的の営業

■ 指定の申請用紙（市役所企画課で配布）にご記入のうえ、市役
所企画課（本庁舎 3階）に提出してください。 
　（受付：4/3（木）～ 5/30（金）　平日の 9:00 ～ 17:00）
※ 提出書類の審査と団体へのヒアリング審査（6月上旬予定）に
よって補助金の交付を決定します。審査は、市民及び行政で組
織された補助金審査委員会が行います。

【応募方法等】
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鉾
田
市
が
ん
ば
る
商
店
支
援
事
業

補
助
金
の
ご
案
内

　

市
内
商
業
等
の
振
興
及
び
活
性
化
は
図
る
た
め
、
市
内
で
商
業
等
を
営
む
方
等
が
新
た
に
取
り
組
む
意
欲

的
か
つ
継
続
性
の
あ
る
事
業
を
募
集
し
、
審
査
を
経
て
、
選
定
さ
れ
た
事
業
の
ソ
フ
ト
面
に
要
す
る
経
費
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

市
役
所　

商
工
観
光
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
１
４
１
・
１
１
４
２

問

補
助
の
対
象
と
な
る
方
（
補
助
対
象
者
）

① 

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
個
人
で
、
市
内
に
お
い
て

営
業
し
て
い
る
方
ま
た
は
新
た
に
市
内
に
お
い
て
創
業

し
よ
う
と
す
る
方

② 

市
に
法
人
開
設
届
を
提
出
し
て
い
る
法
人
（
市
外
に
本

店
が
あ
る
チ
ェ
ー
ン
店
ま
た
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
は

除
く
）

③ 

市
内
に
お
い
て
、
商
業
等
店
舗
が
概
ね
5
店
舗
以
上
近

接
し
て
商
業
集
積
を
形
成
し
て
い
る
地
域
の
団
体
等

（
法
人
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

④ 

市
内
中
小
企
業
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
団
体
等
で
、
活

動
拠
点
を
市
内
に
有
す
る
団
体
等

⑤ 

商
工
会
法
（
昭
和
35
年
法
律
第
89
号
）
に
規
定
す
る
商

工
会

【
注
意
】

　

右
記
①
か
ら
⑤
ま
で
に
該
当
す
る
方
等
で
あ
っ
て
も
、

次
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
市
税
及
び
市
民
法
人
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

● 

宗
教
活
動
及
び
政
治
活
動
を
事
業
の
主
た
る
目
的
と
し

て
い
る
方

● 

鉾
田
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
23
年
鉾
田
市
条
例
第

13
号
。
以
下
「
暴
排
条
例
」
と
い
う
。）
第
2
条
第
1

号
か
ら
第
3
号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
方

● 

暴
排
条
例
第
2
条
第
1
号
及
び
第
2
号
に
規
定
す
る
方

と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
す
る
方

● 

法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
、
暴
排
条
例
第
2
条
第
2

号
ま
た
は
第
3
号
に
該
当
す
る
方
が
い
る
方

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
（
補
助
対
象
事
業
）

◆
販
売
促
進
事
業

◆
商
店
商
品
魅
力
向
上
事
業

◆
イ
ベ
ン
ト
事
業

◆
調
査
研
究
事
業

※ 
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る
方

の
う
ち
③
か
ら
⑤
ま
で
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
（
補
助
対
象
経
費
）

　

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
の
う
ち
、
謝
金
、
旅
費
、
広

告
宣
伝
費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品
費
、
委
託
費
、
使
用

料
及
び
賃
借
料
、
手
数
料
、
通
信
運
搬
費
、
保
険
料

補
助
率
と
補
助
金
の
額

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
合
計
額
の
2
分
の
1
以
内

と
し
、
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

平
成
26
年
4
月
14
日
（
月
）
か
ら

平
成
26
年
6
月
30
日
（
月
）
ま
で
【
必
着
】

申
請
方
法
及
び
申
請
書
の
提
出
先

　

市
役
所
商
工
観
光
課
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
備

え
付
け
の
申
請
書
類
に
必
要
事
項
等
を
記
載
の
う
え
、
関

係
書
類
を
添
え
て
、
市
役
所
商
工
観
光
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成 26年 4月 2日以降に 70歳の誕生日を迎える方へ
70 歳の誕生月の翌日※から医療費の

窓口負担が 2割 になります
（※ただし、各月 1日が誕生日の方はその月から 2割になります）

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
よ
り
公
平
な
仕
組
み
と
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
4
月
よ
り
左
記
の

と
お
り
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●  70 歳から 74 歳の方の窓口負担は法律上 2割となっていますが、特例措置でこれまで 1割負担とされてい
ました。平成 26 年度から、より公平な仕組みとするために 2割負担に見直されることになりました。

対 象 者 平成 26 年 4月 2日以降に 70 歳の誕生日を迎える方（誕生日が昭和 19 年 4月 2日以降の方）

2 割となる時期 70 歳の誕生月の翌日（ただし、各月 1日が誕生日の方はその月）から
（例）平成 26 年 4月 2日～ 5月 1日に 70 歳の誕生日を迎える方は、5月の診療から 2割負担になります。

ご 注 意 一定の所得がある方は、これまでどおり 3割負担です

なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、70 歳から 2割負担となる方は、69 歳までと比べて上限額が下がります。

平成 26年 4月 1日までに 70歳の誕生日を迎えた方へ
平成 26年 4月以降も医療費の

窓口負担は 1割のまま 変わりません
（※平成 26年 3月 2日～ 4月 1日に 70 歳の誕生日を迎える方は、3割から 1割になります）

● 平成 26 年 4月以降も、引き続き特例措置の対象になります。

対 象 者 平成 26 年 4月 1日までに 70 歳の誕生日を迎える方（誕生日が昭和 19 年 4月 1日までの方）

ご 注 意 一定の所得がある方は、これまでどおり 3割負担です

なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、この上限額も変わりません。

市
役
所　

保
険
年
金
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
１
２
４

問

（※平成 26 年 3月 2日～ 4月 1日に 70 歳の誕生日を迎える方は、69 歳までと比べて上限額が下がります。）
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　人が安心できる社会を目指して、狂犬病予防法が制定されています。生後 91 日以上
の犬を飼われた方は、同法により取得した日から 30 日以内に登録をしなければなりま
せん。また、狂犬病の予防注射を毎年 4月から 6 月の間に 1回受けさせなければなり
ません。
　本市では、公民館や集会所などを会場に、毎年春に犬登録と狂犬病予防注射を行って
います。なお、集合注射以外にお近くの動物病院でも直接注射ができます。最寄の場所
で登録と予防注射を受けさせましょう。
　※飼い犬が既に死亡している場合は、市役所生活環境課までご連絡ください。

市役所　生活環境課　☎３３ー２１１１（内線）１１３４問

■注射手数料・・・・・・3,550 円
　（内訳）狂犬病予防注射料　3,000 円
　　　  注射済票交付手数料　550 円
　●新規登録の場合・・・5,550 円

今年度、注射料が変更になって
いますのでご注意ください。

日 地　区 時　間 場　　所

4/21

（月）
旭

9：00 ～ 9：20 飯田生活会館
9：30 ～ 9：45 大沼消防分団機庫前
9：55 ～ 10：10 下鹿田集落センター
10：20 ～ 10：35 箕輪集落センター
10：45 ～ 11：00 上太田公民館
11：10 ～ 11：25 造谷小橋会館
11：40 ～ 12：00 上釜集落センター
13：10 ～ 13：25 荒地農村集落センター
13：35 ～ 13：50 子生コミュニティセンター
14：00 ～ 14：15 常磐公民館
14：25 ～ 14：40 冷水田園都市センター
14：50 ～ 15：05 勝下農村集落センター
15：15 ～ 15：30 柏熊新田集落センター
15：40 ～ 16：00 樅山集落センター

4/22

（火）
大洋

8：50 ～ 9：10 天神平粗大ごみ積替え保管場所
9：20 ～ 9：35 青山小角台集出荷所
9：45 ～ 10：00 浜の台公民館
10：10 ～ 10：25 濁沢農村集落センター
10：35 ～ 10：50 上島東小学校裏（北側）
11：00 ～ 11：15 武与釜生活改善センター
11：25 ～ 11：45 荒地公民館
13：00 ～ 13：15 田子沼公民館
13：25 ～ 13：45 京知釜公民館
13：55 ～ 14：10 下沢集落センター
14：20 ～ 14：40 飯島公民館
14：50 ～ 15：05 上幡木農村集落センター
15：15 ～ 15：30 中居白鳥会館
15：40 ～ 15：55 江川農村集落センター

4/23

（水）
大洋

9：00 ～ 9：20 大蔵大洋運動場
9：30 ～ 9：45 札公民館
9：55 ～ 10：10 阿玉農村集落センター
10：20 ～ 10：35 梶山集落センター
10：45 ～ 11：00 吾妻原生活改善センター
11：10 ～ 11：25 二重作農村集落センター

日 地　区 時　間 場　　所

4/23

（水）
鉾田

13：00 ～ 13：15 華養院前駐車場
13：25 ～ 13：40 大竹公民館
13：50 ～ 14：05 下荒地地蔵院
14：15 ～ 14：30 美原公民館
14：40 ～ 14：55 玄生公民館
15：05 ～ 15：20 田中コミュニティセンター
15：30 ～ 15：45 安塚コミュニティセンター

4/24

（木）
鉾田

8：50 ～ 9：05 靭負公民館
9：15 ～ 9：30 上諏訪公民館
9：40 ～ 9：55 安祥寺前農業研修センター
10：05 ～ 10：25 徳宿小前農協倉庫跡地
10：35 ～ 10：50 東野公民館
11：00 ～ 11：20 大戸学習館
11：30 ～ 11：50 舟木学修館
13：00 ～ 13：15 北山公民館
13：25 ～ 13：40 大川学習館
13：50 ～ 14：10 古新田公民館
14：20 ～ 14：35 大和田学習館
14：45 ～ 15：00 上冨田生活改善センター
15：10 ～ 15：25 藤沼公民館
15：35 ～ 15：55 下冨田学習館

4/25

（金）
鉾田

9：00 ～ 9：20 高田分団機庫
9：30 ～ 9：45 スカイタウン集会所
9：55 ～ 10：10 串挽上公民館
10：20 ～ 10：40 野友公民館
10：50 ～ 11：05 半原公民館
11：15 ～ 11：35 借宿中央公民館前
13：00 ～ 13：15 宮下消防機庫
13：25 ～ 13：40 瀬古集荷所
13：50 ～ 14：05 鳥栖本郷学習館
14：15 ～ 14：35 新里公民館
14：45 ～ 15：05 南野会館
15：20 ～ 15：35 西台プール跡地（市立第一保育所付近）

4/26

（土）

旭
鉾田
大洋

8：45 ～ 10：00 旭総合支所庁舎裏車庫前
10：30 ～ 11：45 鉾田保健センター駐車場
13：30 ～ 14：45 大洋総合支所庁舎脇車庫前

　

公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
を
汚
す
な
ど
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

フ
ン
は
持
ち
帰
り
、
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬

を
飼
っ
て
い
る
場
所
は
清
潔
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
悪
臭
の
苦
情

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
し
つ
け
を
行
い
周
囲
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
衛
生
面
に
注
意
し
、「
フ
ン
」
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

●
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

　

最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
捜
し
ま
し
ょ
う
。
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
事
は

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不

幸
な
動
物
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
育

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
望
ま
な
い
繁
殖
を
避
け
る
た
め
に
避
妊
・
去

勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
き
ち
ん
と
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
つ
け
の

さ
れ
た
お
と
な
し
い
犬
で
も
、
他
の
犬
や
動
物
と
争
い
な
ど
で
興
奮

す
る
と
、
近
く
に
い
た
人
に
危
害
を
加
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
る
の
で
大
変
危
険
で
す
。
犬
を
つ
な

ぐ
綱
は
丈
夫
な
も
の
を
選
び
、
囲
い
の
中
で
飼
う
場
合
は
、
高
さ
や

強
度
に
注
意
し
て
犬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

散
歩
は
犬
を
抑
制
で
き
る
人
が
行
い
、
綱
（
リ
ー
ド
）
は
絶
対
に

外
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
犬
が
苦
手
な
方
や
小
さ
な
子
ど
も
も
い
ま

す
の
で
、
周
囲
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
が
苦
手
な
人
も
い
ま
す
。
散
歩
は
注
意
し
て
！



広報ほこた H26.4

2014.4 6

　生産者らが行う消費宣伝活動を支援するため、農産物ＰＲ用品の貸出及び
販売をしています。是非ご活用ください！

市役所　産業経済課　☎ 33-2111（内線）1163・1165問

◆貸出及び販売対象者
　 　鉾田市在住の販売農家の方で、放射能検査、土壌分析検査、残留農薬検
査を実施している方

◆貸出及び販売用品
　　【貸出用品】　はんてん・のぼり・タペストリー
　　【販売用品】　ミニのぼり・ポスター・チラシ
　　※貸出及び販売価格については、お問合わせください。
◆検査機関の案内
　 　市農業振興センターでは、放射能・土壌分析・残留農薬検査を実施して
います。なお、土壌分析及び残留農薬検査については、検査費用の一部を
市が助成しております。詳細は農業振興センター（☎ 34-4377）まで。

　

地
域
で
森
林
が
荒
廃
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
通
学
路
な
の
に
木
が
は
み
出
て
い
て
危
険
。
森
林

が
荒
れ
土
砂
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
。

　

区
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
（
以
下
、「
地
域
等
」

と
い
う
。）
な
ど
で
森
林
を
整
備
す
る
場
合
に
は
、
森
林
湖

沼
環
境
税
を
活
用
し
た
「
茨
城
県
身
近
な
み
ど
り
整
備
推

進
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
役
所　

産
業
経
済
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）１
１
６
２
・
１
１
６
４

問事業対象となる要件

　●民有林または事業後森林となることが確実で、地域の環境保全に寄与する区域

　● 1施行地当り 500 ㎡以上の面積があること

　● 10年間、地域等で維持管理する旨を地権者及び市と協定締結すること

　●地権者の同意が得られていること

事業内容

　初年度は市が事業を実施し、その後 9年間は地域等で維持管理とその状況報告をしてい

ただきます。

　【市で実施する具体例】

　植栽、下刈り、除間伐、枝打ち、木柵の設置など

市役所　産業経済課　☎ 33-2111（内線）1162・1164問

　国及び茨城県、鉾田市では、2月中旬の大雪等による被災
農業者を支援するため、下記の支援策を講じましたのでお知
らせします。

農業用施設の再建・修繕、撤去
への支援
被災農家が経営を継続できるよ
う、被害を受けた農業用施設の
再建・修繕、撤去を支援します。

※詳細については、産業経済課までお問い合わせください。
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創立年月日：昭和31年 6月 2日

所 在 地：柏熊983

　　　　　　☎32-2366

児 童 数：114人

学 校 長：高正孝行（H25）・大山祐司（H26）

鉾田市立諏訪小学校

名前　石
いしざき

﨑　萌
もえ

特技　水泳、料理
夢中なこと…お菓子作り

　

私
の
家
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
父
は
料
理

人
で
、
お
さ
し
み
や
ハ
ン
バ
ー

グ
や
揚
げ
物
な
ど
、
と
て
も
お

い
し
い
料
理
を
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
私
も
父
の
よ
う
な
お
い
し

い
料
理
を
作
れ
る
料
理
人
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
家

で
も
父
に
料
理
を
教
え
て
も
ら

い
、
と
て
も
お
い
し
い
料
理
を

作
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

創立年月日：昭和53年 3月 15日

所 在 地：田崎3852

　　　　　　☎37-0055

児 童 数：99人

学 校 長：大山映子（H25）・荒井保雄（H26）

鉾田市立旭北小学校

名前　亀
かめやま

山　遥
は る な

南
特技　水泳
好きなこと…お菓子をつくる事

　

わ
た
し
の
家
で
は
、
し
じ
み

を
と
っ
て
い
ま
す
。
し
じ
み
を

と
る
時
は
、
力
を
使
う
か
ら
大

変
で
す
。
し
か
し
、
し
じ
み
を

買
っ
て
く
れ
る
方
た
ち
が
「
涸

沼
の
し
じ
み
は
お
い
し
い
。」

と
い
っ
て
く
れ
る
の
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
し
じ

み
が
と
れ
る
よ
う
に
、
涸
沼
の

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
き
れ
い
に
保
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

も

私たちの学校紹介
～  夢と希望をもち、未来を拓く心豊かな人づくり  ～

　

本
校
は
、
風
光
明
媚
な
涸
沼
の
ほ
と
り
に
位
置

し
周
り
を
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
学
校
で
す
。

今
の
時
期
は
、
学
校
の
前
を
流
れ
る
大
谷
川
を
菜

の
花
が
黄
色
に
染
め
、
新
一
年
生
を
や
さ
し
く
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
校
訓
で
あ
る
「
郷
土
を
愛
し
、

助
け
合
い
、
自
然
と
共
に
よ
く
学
び
、
運
動
に
励

む
よ
い
子
た
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
分
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
を
守
る
活
動
、
目
標
に
向
か
っ
て

粘
り
強
く
取
り
組
む
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
涸
沼
浄
化
推
進
小
学
校
連
絡
会
議
に
所

属
し
、年
に
三
回
地
域
の
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

涸
沼
や
通
学
路
の
清
掃(

涸
沼
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦)

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ナ
フ
を
種
か
ら
育

て
、
そ
の
繊
維
を
使
っ
て
紙
を
す
き
、
世
界
に
一

枚
だ
け
の
「
卒
業
証
書
」
づ
く
り
が
伝
統
に
な
っ

て
い
ま
す
。
十
一
月
に
行
わ
れ
る
「
北
小
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、地
域
の
方
た
ち
と
の
昔
遊
び
、

学
習
や
運
動
の
成
果
の
発
表
、
親
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
、
五
年
生
が
収
穫
し
た
お
米
で
作
っ
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
の
試
食
等
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

特
に
運
動
で
は
、
県
の
「
連
続
八
の
字
跳
び
」
で

毎
年
上
位
の
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、『
素
敵
な
笑

顔
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
と
思

い
や
り
溢
れ
る
心
』
を
も
と
に
、

地
域
を
誇
り
に
思
い
、
そ
の
よ

さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
未
来
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
、「
一
人
一
人
が
輝
き
、 

心
豊
か
に
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
の
育
成
」
を
目
指
し
、
様
々

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
「
思
い
や
り
の
心
」

「
豊
か
な
心
」
の
育
成
の
た
め
の
一
つ
の
施
策
と

し
て
、「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も　

あ
い
さ
つ
で
き

る
子
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

友
達
同
士
、
先
生
に
対
し
て
の
あ
い
さ
つ
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
方
へ
の
あ
い
さ
つ
も
元
気
よ
く

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
も
学
校
の
行
き
帰

り
な
ど
に
、
子
ど
も
た
ち
の
名
前
を
呼
ん
で
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
「
健
や
か
な
身
体
」
を

さ
ら
に
育
成
す
る
た
め
に
、
業
間
運
動
や
体
育
行

事
等
に
よ
る
年
間
を
通
し
た
体
力
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
寒
さ
の
厳
し
い
冬
で
も
、
持
久
走
や

な
わ
と
び
に
自
主
的
に
元
気
い
っ
ぱ
い
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
体
力
テ
ス
ト
や
、
三
つ
の
小

学
校
合
同
で
実
施
さ
れ
た
「
か

し
ま
な
だ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
等

で
も
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
す
わ
キ
ッ
ズ
の
さ

ら
な
る
向
上
、
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
前
進
し
て
い
き

ま
す
。

　4月から医療福祉費支給制度（鉾田市単独事業）の対象児童を中学 3年生
まで拡大します。対象となる方には、2月 7日に申請書を送付しましたので、
未申請の方は、市役所または市民センター窓口で手続きをしてください。

●対象児童の健康保険証のコピー
●在留カードのコピー（お持ちの方のみ）　　●印鑑
●保護者の方の口座番号がわかるもの
　 （医療機関を受診する際に医療福祉費受給者証を忘れた時と県外の医療
機関を受診した時は、マル福が適用にならないため、自己負担額を差引
いた差額分の返金口座）
※ひとり親家庭・重度心身障害者で、医療福祉費支給制度の受給者は、申請の必要はありません。

医療福祉費支給制度（マル福）
の申請はお済みですか？

市役所　保険年金課　☎ 33-2111（内線）1126・1127問

※申請が遅れた方は、申請初日からとなります。

農業振興地域整備計画の変更について
市役所　産業経済課　☎３３～２１１１（内線）１１６３問

　平成 26 年度鉾田市農業振興地域整備促進協議会を下記のとおり開催します。農用地区域の変更（除外・編入）を予定している
方は、協議会開催時に合わせて申請できるように準備をしてください。

市協議会開催月 申出受付期間
平成 26年    6 月 平成 26 年 5月 1日（木）～ 30日（金）
平成 26年 10 月 平成 26 年 9月 1日（月）～ 30日（火）
平成 27年    2 月 平成 27 年 1月 5日（月）～ 30日（金）

※転用目的、場所によっては、除外できない場合もあります。
※ 農用地区域から除外となるまでに約 6ヵ月の期間が必要となります
ので、早めに準備をしてください。

※不明な点がありましたら、お問合わせください。

　農業振興地域整備計画には、農用地として利用するための「農用地区域」
が指定されています。農用地区域内の農地は、原則として農業以外の目
的には利用できません。
　農用地区域に指定されている農地を、やむを得ず農業以外の目的に利
用する場合には、農地法に基づく農地転用の許可申請前に農用地区域か
らの除外手続き（農振除外）が必要となります。
　農用地利用計画を変更（農振除外）するときには、「農振除外５要件」
をすべて満たし、さらに関係法令の許可見込みがある必要があります。

一般社団法人茨城県計量協会　☎ 029-225-7973問

　取引または証明に使用するはかりは、2年に 1回の定期検査が必要です。
本市においても、下記の日程により定期検査を実施しますので、必ず受検
してください。なお、所在場所での検査を希望される場合は、茨城県指定
定期検査期間による所在所検査または巡回検査制度もありますので、問合
せ先までご連絡ください。

日　時：4月 23 日（水）～ 25 日（金）
　　　　10：30 から 12：00、13：00 から 15：00

場　所：鉾田保健センター東側
　　　：①手数料（1台当り 520 円～ 3,000 円）
　　　　②受験通知ハガキ　③はかり（分銅・おもりも必ず持参）
持参す
るもの
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「
性
質
別
」
と
「
目
的
別
」
の
2
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
共
に
一
般
会
計
の

歳
出
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
性
質
別
歳
出
に

は
、そ
の
経
済
的
な
性
質
に
よ
っ
て
、支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
義

務
的
経
費
」
と
行
政
水
準

の
向
上
に
か
か
る
経
費
の

「
投
資
的
経
費
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
歳
出
に
占
め
る

「
義
務
的
経
費
」
が
高
く

な
る
ほ
ど
硬
直
し
た
財
政

と
な
り
ま
す
。
鉾
田
市
は
、

歳
出
に
占
め
る
「
義
務
的

経
費
」
の
割
合
は
約
45
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
の
予
算
と
比

較
す
る
と
、
義
務
的
経

費
で
あ
る
人
件
費
が
約

1
億
4
千
8
百
万
円
の

減
、
普
通
建
設
事
業
費
が

約
9
億
2
千
8
百
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

介
護
給
付
費
の
増
加
に
伴

う
介
護
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
な
ど
、
社
会
保
障
関

連
経
費
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
他
の
経
費

が
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出

歳入

一般会計  

▲ ▲ ▲ ▲ 歳入

歳出一般会計  

▲ ▲ ▲ ▲

目的別歳出内訳

性質別歳出内訳

一
般
会
計
予
算
２
０
０
億
４
０
０
０
万
円

　歳入は市税などの「自主財
源」と国や県などに頼った「依
存財源」に大きく分けられま
すが、この自主財源が多いほ
ど、行政活動の自主性と安定
性が確保されます。鉾田市の
自主財源は全体の約 29％にす
ぎず、依存財源が大半を占め
ている状況です。
　自主財源のうち市税は、約
6百万円増（0.1％増）の約 44
億 4 千 3 百万円となっており
ます。また、依存財源の市債が、
約 6億 1千 7百万円増（31.0％
増）の 26 億 1千万円となって
います。これは、合併特例債
事業として、鉾田北中学校の
改築事業や鉾田北中学校区統
合小学校整備事業などが本格
的に始まるため、増額となり
ました。

【
歳
入
】

　

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
仕
事
を
行
う
た
め
に
必

要
な
経
費
を
賄
う
も
の
が
収
入
で
、
そ
の
団
体
の
会

計
年
度
に
お
け
る
一
切
の
収
入
を
歳
入
と
い
い
ま
す
。

▼ 

市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
す
。（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
）

▼ 

地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
地
方
交
付
税
は
、
団

体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
一
定
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
国
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
集
め
ら
れ

た
財
源
の
う
ち
、
一
定
割
合
の
額
を
、
地
方
公
共

団
体
に
再
配
分
す
る
も
の
で
す
。

▼ 

市
債
…
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
国
や
銀
行
な
ど

か
ら
借
り
入
れ
ま
す
。
公
共
施
設
建
設
の
よ
う
に

一
時
的
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
、
か
つ
長
期

間
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る
も
の
の
財
源
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

▼ 

国
庫
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
国
庫
負
担
金
、
国
庫

補
助
金
、
国
庫
委
託
金
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▼ 

県
支
出
金
…
市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
で
、
通
常
は
使
途
が
特
定
さ
れ
ま

す
。

▼ 

繰
入
金
…
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り
崩
し
金
や
他

の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】

　

地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性
質
別
に
分
類
し
た
も

の
で
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

で
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費
）、
投
資
的
経

費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
で
道
路

や
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に
か
か

る
経
費
）、
そ
の
他
の
経
費
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

▼
人
件
費
…
給
与
や
報
酬
な
ど
で
す
。

▼ 

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

者
、
児
童
、
心
身
障
害
者
な
ど
に
行
う
支
援
の
た

め
の
経
費
で
す
。

▼ 

公
債
費
…
市
の
借
金
な
ど
を
返
済
す
る
た
め
の
経

費
で
す
。

▼ 

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
に

必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
す
。

▼ 

災
害
復
旧
事
業
費
…
災
害
で
被
災
し
た
施
設
を
復

旧
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼ 

物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費
な
ど

消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼ 

維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管
理
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

▼ 

補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
で
す
。

▼ 

積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た
め
、
財

源
変
動
に
備
え
て
積
立
て
る
経
費
で
す
。

▼ 

繰
出
金
…
一
般
会
計
、特
別
会
計
、基
金
と
の
間
で
、

相
互
に
資
金
運
用
を
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

平
成
26
度
予
算
の
概
要

用

語

解

説

「
復
興
」
か
ら
「
飛
躍
」
へ

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
将
来
世
代
に
過
度
の
負
担
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
前
提
と
し
た
、「
選
択
と
集
中
」

を
実
践
し
、
真
に
市
民
が
望
む
「
市
民
満
足
度
」
の
高
い
施
策
に
対
し
て
、

重
点
的
か
つ
効
率
的
な
財
源
分
配
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
市
民
生
活
の
安
定
に
向
け
て
、
被
災
者
支
援
や
農
産
物

の
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
や
防
災
対
策
の
強
化
に
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
幸
せ
と
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に

　
　

鉾
田
市
が
未
来
に
向
け
大
き
く
発
展
し
て
い
く
た
め
に
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主な事業をピックアップ

特別会計・企業会計 予算額　※（　）は前年度比

国民健康保険特別会計 7,882,935千円    （＋0.8%）
後期高齢者医療特別会計 441,838千円    （＋1.9%）
介護保険特別会計（保険事業勘定） 4,057,585千円（＋11.1%）
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 9,997千円    （＋0.1%）
農業集落排水事業特別会計 511,514千円  （＋12.6%）
公共下水道事業特別会計 422,676千円  （△30.3%）

水道事業会計
収益的支出 1,256,780千円  （＋21.0%）
資本的支出 652,797千円  （＋24.2%）

特別会計・企業会計地方債・基金残高
　市債残高は、地方交付税の振替え財源である臨時財政対策債や下水道事
業債の本格化に伴い増加傾向にありますが、今後も事業を厳選し合併特例
債の有効な活用に努めます（※市債残高のうち約 57％は地方交付税で措
置されてます）。
　基金については、老朽化した公共施設の改修や建設事業など将来の負担
に備えるため積立を強化しています。

基金（貯金）残高推移

Ｈ21年度決算額 約75億円

Ｈ22年度決算額 約96億円

Ｈ23年度決算額 約119億円

Ｈ24年度決算額 約135億円

Ｈ25年度見込額 約150億円

市債（借金）残高推移

Ｈ21年度決算額 約291億円

Ｈ22年度決算額 約297億円

Ｈ23年度決算額 約305億円

Ｈ24年度決算額 約306億円

Ｈ25年度見込額 約312億円

　特別会計・企業会計予算合計は前年度比 4.8％増の 152 億 3612 万円となっ
ています。農業集落排水事業特別会計は舟木Ⅱ期地区整備事業費などの増に
より 12.6％増、公共下水道事業特別会計は処理場整備の完了に伴い 30.3％の
減となりました。

▶医療福祉単独事業 32,908 千円

▶地域生活支援事業 39,812 千円

▶臨時福祉給付金支給事業 250,794 千円

▶子育て世帯臨時特例
給付金支給事業 54,335 千円

▶予防接種事業 107,006 千円

▶母子保健事業 42,736 千円

▶健康増進事業 100,578 千円

▶健康増進施設整備事業 18,100 千円

▶農業振興事業 40,248 千円

▶営農支援指導事業 10,138 千円

▶ブランドアップ推進事業 30,882 千円

▶新規就農総合支援事業 54,910 千円

▶経営体育成支援事業 15,000 千円

▶がんばる農家応援事業 2,456 千円

▶鉾田うまかっぺフェスタ開催事業 15,733 千円

▶がんばる商店支援事業 1,000 千円

▶観光大使事業 2,144 千円

▶観光資源魅力向上事業 8,540 千円

▶地域防災計画推進事業 7,479 千円

▶交通安全施設設置事業 10,555 千円

▶消防施設整備事業 60,167 千円

▶本庁舎太陽光発電システム設置事業 48,719 千円

▶ラムサール条約登録推進事業 330 千円

▶リサイクル推進事業 68,985 千円

▶市道維持補修事業 167,167 千円

▶市道整備事業 899,063 千円

▶上水道整備事業 245,975 千円

▶農業集落排水事業 261,699 千円

▶公共下水道事業 286,908 千円

▶鉾田北中学校校舎改築事業 1,460,981 千円

▶鉾田北中学校区
統合小学校整備事業 485,767 千円

▶小学校耐震補強及び
大規模改造事業 28,010 千円

▶のびのび児童生徒推進事業 18,783 千円

▶鉾田総合公園改修事業
（調整交付金基金事業） 85,466 千円

▶ほこたマラソン記念大会事業 3,000 千円

▶茨城国体開催準備事業 6,283 千円

▶図書館資料収集事業 5,008 千円

▶行政課題研究事業 693 千円

▶情報文書事業
（セキュリティ対策・ホームページ機能充実） 5,778 千円

▶まちづくり推進事業 7,292 千円

▶新市まちづくり計画改訂事業 540 千円

▶被災住宅支援事業 6,000 千円

▶災害復旧事業
（土木施設災害復旧費） 99,360 千円

▶災害対策事業
（仮設住宅（民間賃貸住宅）借上げ） 21,939 千円

▶災害支援事業
・被災住宅復興支援資金利子助成 9,126 千円
・災害援護資金貸付等 15,462 千円
・野菜放射能濃度分析委託等 3,346 千円
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神
戸
、
札
幌
、
那
覇
、
米
子
に
続
き
、
4
月

18
日
か
ら
待
望
の
「
茨
城
ー
福
岡
線
」
が
運
行

さ
れ
ま
す
。

　
1
日
2
往
復
で
、
福
岡
ま
で
約
2
時
間
の
フ

ラ
イ
ト
。
福
岡
空
港
は
全
国
で
も
数
少
な
い
市

街
地
に
あ
る
空
港
で
、
繁
華
街
「
天
神
」
ま
で

約
10
分
、「
黒
田
官
兵
衛
」
ゆ
か
り
の
地
で
も

あ
る
「
太
宰
府
天
満
宮
」
ま
で
50
分
と
、
九
州

各
地
へ
の
移
動
も
大
変
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
同
日
か
ら
名
古
屋
便
（
中
部
国
際
空

港
）
も
1
日
1
往
復
運
航
さ
れ
、
空
の
旅
が
さ

ら
に
身
近
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
、
レ
ジ
ャ
ー
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
普
及
、

子
ど
も
の
生
活
環
境
の
変
化
、
さ
ら
に
は
幼
児
期
か
ら
の
読
書
習
慣
の
未
形
成
な

ど
に
よ
り
、
子
ど
も
の
「
読
書
離
れ
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

読
書
活
動
は
子
ど
も
が
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創

造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
さ
あ
、
本
を
探
し
に
図
書
館
に
行
っ
て
み

よ
う
！

問 市立図書館　　☎３３－２０２０

本 の ほ か に も CD、
DVDなども貸出中。

こどもの読書週間
4月 27日から

5月 10日

今 年 の 標 語
いつもいっしょ、

本といっしょ

　今までの災害から私たちは様々なことを学んできました。しかし、時が
経つにつれ忘れがちになってしまいます。昨今の気象災害は、局地的であ
り、時と場所を選びません。本市でも、昨年の台風被害、今年の大雪被害
と大きな被害を受けました。大地震や風水害など、大規模な災害から自分
たちの身を守るためには、一人ひとりが災害に備える「自助」、地域で協
力して災害に備える「共助」が重要です。東日本大震災から 3年が経過
したこの時期に、災害への備えを再確認しましょう。

家族で災害に備えよう

◆避難場所の確認
　 　防災マップなどを利用し、災害時の危険か所や避難場所を確認し
ましょう。
◆避難ルートの確認
　 　自宅から避難場所までの安全なルートについて話し合いましょう。
◆災害後の連絡手段についての話し合い
　 　災害後、すぐに帰宅できるとは限りません。固定電話や携帯電話
などから安否確認できるサービスも増えています。
◆非常持ち出し品、備蓄品の準備
　　非常持ち出し品は、持って逃げられるだけの量にしましょう。
◆風呂水は捨てないで！

　まだ行動に移していない方は、まず備蓄品の準備や鉾田市メール
配信サービス（P.16 の「火災・緊急」参照）の登録など、身近に
できることから始めてみましょう。どんな備えも災害のときに必ず
役に立ちます。
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上記 12 点の入賞作品については、ハガキとして使えるレシピを作成します。レシピは各方面でのＰＲ活動や今後予定されるイベント・食に関する事業などに活用します。

さつま芋の焼きドーナツごぼうのショコラ 安い、安心、おいしいマフィン

人参と紫いものコロコロクッキー

ベジタブル HOKOTA ROLL

とれたて苺のあまずっぱいスコーン イモンブラン！

ほうれん草とさつまいものシフォンロール

いもっちりロール
とろろショコラのロールケーキ

鉾田のおやさいフォンダンショコラ開運三色根菜ゼリー

グランプリ作品 準グランプリ作品

鉾田の恵み濃縮スイーツ

【
審
査
結
果
】

●
グ
ラ
ン
プ
リ　

東
野
菊
江
さ
ん
（
鉾
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
開
運
三
色
根
菜
ゼ
リ
ー
」

●
準
グ
ラ
ン
プ
リ　

田
野
島
万
由
子
さ
ん
（
つ
く
ば
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
鉾
田
の
お
や
さ
い
フ
ォ
ン
ダ
ン
シ
ョ
コ
ラ
（
3
種
）」

●
特
別
賞　
　
　
　

石
田
律
子
さ
ん
（
鉾
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
と
ろ
ろ
シ
ョ
コ
ラ
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
田
こ
の
み
さ
ん
・
訓
子
さ
ん
親
子
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ベ
ジ
タ
ブ
ル  

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ  

Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
」

　3月 1日、中川学園調理技術専門学校を会場に、鉾田市産の野菜を使用した「鉾田ブランド料理コンテストⅣ」の二次審査会（実技）
が開催されました。市内外から応募いただいた 71 点の中から、一次審査（書類選考）を見事通過した、親子参加の小学生 1組を含む
12 組 13 名が、1時間の制限時間内に日ごろの腕前を存分に発揮し、口にも目にもおいしい「スイーツ」をつくり上げました。
　表彰式で、審査委員長を務めた中川学園料理教室代表の中川一恵氏は、「野菜をたくさん入れて作ればいいわけではなく、皆さんは、
そのお菓子に対しての分量や性質を的確に把握しつくられていて、どれも素晴らしい作品でした。」と称賛。グランプリに輝いた東野さ
んは、「予想外で驚いています。子どもたちが野菜を食べられるように、手軽で体にもよいと思いつくりました。」と話してくれました。
　グランプリ作品 1点が商品化されることになっていましたが、準グランプリの商品も作品の優劣が付けがたいことで、同日の審査委
員会で商品化が決まりました。

（3種）いざ商品化へ
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まちの
話題

● 小中学校卒業式・幼稚園卒園式
感 謝と別れ、そして新たな出会いへ
　3月 12 日に市内各中学校で、20 日には市内各小学校で卒業式が行われ、19 日に
は市内各幼稚園で卒園式が行われました。
　大洋中では、東日本大震災直後に入学した生徒たちが、苦難を乗り越え、復興と
ともにたくましく成長した姿で卒業を迎えました。新宮小では、少し大き目の学生
服を身にまとった卒業生たちが、卒業証書を渡され降壇する時に、先生や両親に感
謝の言葉やこれからの抱負などを述べました。
　卒業証書を受け取った卒業生たちは、笑顔と涙にあふれ、それぞれ次のステージ
へ夢や希望を持って第一歩を踏み出して行きました。
　また旭幼稚園では、卒園証書を受け取った園児たちが、最後に卒園の歌として「さ
よならぼくたちのようちえん」を歌い出すと、お父さんやお母さんは子どもたちの
成長を改めて実感し、感動の涙を流していました。

●災害発生時における福祉避難所の設置運営
　　　　　　　　　　に関する協定調印式災 害に備えて

　2月 25 日、鉾田市・鹿嶋市・潮来市・神栖市・
行方市の鹿行 5市は「災害発生時における福祉
避難所の設置運営に関する協定」を県立鹿島特別
支援学校と締結しました。この協定は、災害時に
備え福祉避難所の設置運営及び協力体制について
記したものです。

●鉾田市認定農業者連絡協議会講演会
こ れからのニッポンの農業
　3月 5日、市内のホテルで鉾田市認定農業者連
絡協議会講演会が開催されました。講師に TBS
テレビ報道局の杉尾秀哉氏を招き、「報道から見
たこれからの日本～ TPP・減反政策による農業の
展望～」と題した講演が行われました。

●平成 25 年度大洋寿大学卒業式い くつになっても学びたい！
　2 月 27 日、大洋公民館で平成 25 年
度大洋寿大学卒業式が行われ、大学卒
業生および修士・博士課程修了生に卒
業証書などが渡されました。式典終了
後には卒業記念公演として、琴と尺八
の演奏会も行われました。
　高齢者大学では、健康で生きがいの
あるくらしを送ることを目的とした学
習会等を、1年にわたり開催しています。

●新 JA 茨城旭村　大型保冷施設・真空冷却装置竣工式
鮮で安心・安全な農産物を消費者へ

　3月 6 日、JA 茨城旭村営農青果センターで、大型保冷施設・真空冷却装置竣工
式が行われました。この施設は、近年、取扱い量が増加している葉物野菜の市場出
荷に対応するためのもので、野菜の鮮度や品質を保持し計画的な出荷が可能になる。
　竣工式で JA 茨城旭村の飯島行雄代表理事組合長は「大型保冷施設と真空冷却装
置を整備することで、消費者へ新鮮で安全・安心な農産物を提供でき、販売力の強
化に繋がる」と話し、鬼沢市長も「農産物のブランド化へ向けた産地競争力の強化
への取り組みで、当地域の拠点施設としての役割だけでなく地域経済の発展にも貢
献するものと期待しています」と祝辞を述べていました。

●健康教室　野友小こ ころと体の変化
　2月 27 日、野友小では 4～ 6年生と
保護者を対象に、思春期のこころと体
の変化についての理解を深め、安心し
て思春期を迎えられるように、市健康
増進課保健師による講話および学校保
健委員会が行われました。
　児童たちは、恥ずかしがる場面もあ
りましたが、熱心に保健師の話を聞い
ていました。

●消費生活センター啓発キャンペーン知 識を身につけ被害を回避
　3月 4日、市内のショッピングセンターで、消
費生活センター啓発キャンペーンが行われまし
た。キャンペーンには消費生活センターや鉾田警
察署、ほこたブランド大使とほこまるが参加。悪
質商法や振り込め詐欺などに注意するよう呼び掛
けました。

●ゆうゆうウォーキング 2014 in 鹿島灘海浜公園潮 風薫るウォーキング！
　3月 9日、鹿島灘海浜公園でゆうゆうウォーキ
ング 2014（鉾田市健康づくり財団主催）が開催
されました。参加者は景色の良い海沿いのコー
ス 6kmをウォーキング。終了後には参加者に新
鮮野菜盛り沢山の野菜汁が振る舞われました。
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 第２４回 鉾田市近隣中学校サッカー大会

　2月 16 日・3月 1 日、市内のグ
ラウンドで第 24 回鉾田市近隣中
学校サッカー大会が開催され、近
隣の中学校 18 チームが参加、練
習の成果を存分に発揮していまし
た。市内中学校では、大洋中が準
優勝を果たしました。

【大会結果 ( 市内入賞のみ )】（敬称略）
　　準優勝　　大洋中

 鉾田杯中学校バレーボール大会

　3月 1・2 日、鉾田総合公園体育
館で鉾田杯中学校バレーボール大
会が開催されました。
　市内中学校では女子チームの活
躍が光り、旭中が準優勝、鉾田南
中と大洋中が第 3位になりました。
【大会結果 ( 市内入賞のみ )】（敬称略）
　女子の部　　
　　　　準優勝　　旭中
　　　　第 3位　　鉾田南中
　　　　　〃　　　大洋中

　3 月 9 日、鉾田二高体育館で第
12 回ほこたオープン卓球大会（市
卓球連盟主催）が行われ、中学生
から一般まで 466 名の選手が参加
しました。市内の選手も健闘し、
好成績を収めました。
【大会結果(市内入賞のみ)】（敬称略）
　一般女子シングルス　　
　　第 3位　穂積真琴（鉾田二高）
　　　〃　　近藤若奈（鉾田一高）

 第 12回ほこたオープン卓球大会

　3月 8 日、鉾田総合公園体育館
で第 8 回誠道塾杯柔道大会が開
催され、市内外の幼年から中学生
424 名が参加し、日頃鍛えた力と
技を競い合いました。

【大会結果 ( 市内優勝のみ )】（敬称略）
　優　勝　　小 3,4 女子 35kg 級
　　　　　　清宮麻央（誠道塾）
　　　　　　中 1男子 60kg 級
　　　　　　小野瀬風起（旭中）

 第 8回誠道塾杯柔道大会

● 本橋町復興祭
ミュニティの力、地域の絆を次世代へコ

　3月 9日、本橋町区で復興祭が行われました。震災後から毎年行われている復興祭も今
年で 3回目。たくさんのごちそうが並ぶなか、もちつきやビンゴ大会が行われ、子どもか
らお年寄りまで 3世代交流を図りながら、地域の絆を再確認していました。高野区長は「こ
れからも継続して、さらに地域コミュニティの絆を深めていきたい」と話してくれました。

● 基本講座＆閉講式
働のまちづくり！～第 14 期ほこた塾～協

　2月 6日に鉾田大使でもある堤可厚先生による講演会。2月 20 日に鬼沢市長による最終
講座と閉講式が行われました。堤先生は、東日本大震災の被災地での活動や自身の経験談を、
鬼沢市長は鉾田の未来と将来の展望について講演し、第 14 期ほこた塾を締めくくりました。
　閉講式では、吉田俊郎塾長から卒塾生に終了証書が手渡されました。

●美 第 7 回鉾田市美術展覧会
術の祭典！！

【入賞者（敬称略）】
絵画の部  ◇市長賞 : 米川玲子◇教育長賞 : 勢子和夫◇茨城新聞社賞 : 梅原 仁
　◇優秀賞:岡野久恵/井川信彦◇奨励賞:大谷珠生（鉾田二高）/大平凪沙（鉾田二高）
書の部   ◇市長賞 : 保科美智子◇教育長賞 : 遠峰 功◇茨城新聞社賞 : 浦田達雄
　◇優秀賞 : 鬼沢幸子 /山﨑多希子◇奨励賞 : 長峰里佳（鉾田一高）/野島旭香
　（鉾田二高）/中根明日香（鉾田二高）/林 静香（鉾田二高）/柏 未沙希（水戸二高）
写真の部  ◇市長賞 : 谷田川勝喜◇教育長賞 : 寺崎彰一◇茨城新聞社賞 : 勢司智子
　◇優秀賞 : 今野芳生 /梶間一男

　第 7 回鉾田市美術展覧会が、2月 19 日から 23 日まで鉾田
中央公民館で開催され、絵画・書・写真・工芸美術作品計 125
点が展示されました。

　3月 7 日、徳宿小の 3年生が、卵から育てたサケの稚魚を
鉾田川に放流しました。稚魚は 5センチほどに育ち、子ども
たちはバケツの中を泳ぎ回る稚魚を手分けして川へ放し、泳
ぎ出した稚魚を見守っていました。この取り組みは、河川浄
化を目的に、西台虹の友が呼びかけ、鉾田学区生涯学習推進
会議の協力のもと、市内の保育園や小学校などで実施。その
他にも市内各所で市民が参加しサケの稚魚が放流されました。

●大 サケの稚魚放流　徳宿小
きくなって帰ってきてね！
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『市民農園』
 問    市役所 企画課　☎ 33-2111（内線 1302）

自分で作った野菜を食卓に !!
場　所　鉾田市徳宿地内　鉾田農業高校隣
利用料　3,000円 / 年
期　間　4/1 ～ 3/31まで（毎年度契約更新）
面　積　1区画　42㎡（6m×7m）
資　格　市内及び市近郊に在住の方
受　付　随時募集（定員になり次第終了）
申込先　市役所企画課まで認印と利用料金を
　　　　持参してお申込みください。
その他　農場に鍬・スコップ・一輪車・万

まんのう

能
　　　　・堆肥（有料）など用意してあります。

コンビニ

至水戸
額

相

鉾田市体育協会スポーツ賞表彰 問　  鉾田市体育協会   ☎ 32-4263（日・月・火定休）

スポーツ賞（個人の部）　敬称略　■大会の名称はスペースの関係上省略して記載しています

　　　　　　
スポーツ賞（団体の部）　敬称略　■大会の名称はスペースの関係上省略して記載しています

ＪＡほこた本店移転のお知らせ

〒311-1504　鉾田市安房1654-3

総務課　0291-33-5341
金融課　0291-33-5343
共済課　0291-33-5342

＊電話番号は
変更ありません。

ＪＡほこた新本店オープン記念！
キャンペーン実施中（4月1日より）

○定期貯金金利上乗せキャンペーン

○ＪＡバンクローン (住宅 , マイカー , 教育 ) 金利引き下げプラン

＊詳細は本店金融課および各支店までお問い合わせください。

　ＪＡほこた本店は平成２６年３月２４日より
下記住所へ移転しました。
　今後とも , より一層のお引き立てのほどよろし
くお願いいたします。

鉾田市役所

JAほこた旧店舗

JA ほこた新店舗

鉾
田
工
事
事
務
所

鉾田病院　●

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ ウイズ    ●

平成 26 年度鉾田市シルバーリハビリ
　　　　　体操指導士３級養成講習会

    問  　市役所 介護保険課　地域包括支援センター
　　　 ☎ 33-2111（内線 1590）

◎シルバーリハビリ体操を普及するボラン
ティアとして活動してみませんか。
募集人数　30名（定員を超えた場合は申込み順）
申込資格　 1. 鉾田市民で、H26.4.1 現在で満 60 歳以上

2. 常勤の職業に就いていないこと
　　　　　 3. 認定後に地域活動を行う事ができること

4. 緊急やむを得ない事情を除き、講習会の
　 全日程に参加できること

講習会日程　5/15（木）,5/19（月）,5/22（木）
　　　　　5/26（月）,5/29（木）,6/2（月）
講習会場　1 日目…県立健康プラザ（水戸市）
　　　　　2～ 6日目…鉾田保健センター
　　　　　※  1 日目は鉾田保健センターから

会場まで送迎いたします。
講習時間　10:00 ～ 15:45（1 日 5時間程度）
　　　　　※ 初日のみ 9:45 開講
講義内容　講義 : 介護予防 , 解剖運動学ほか
　　　　　実技 : シルバーリハビリ体操
受  講  料    無   料
申込締切　H26.5.9（金）
申込方法　上記問合せ先まで電話で申込み下さい。

各種採用試験の案内

問 人事院人材局試験課　☎ 03-3581-5311
◆国税専門官採用試験
受験資格
  1  S59.4.2 ～ H5.4.1 生まれの者
  2  H5.4.2 以降生まれの者で次に掲げるもの
   (1) 大学を卒業した者及びH27.3 までに大学を卒業する見込みの者
   (2) 人事院が (1) に掲げる者と同等の資格があると認める者
申込方法　【原則】インターネット申込み
  ｱﾄﾞﾚｽ  http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
  受付期間  4/14（月）まで [ 受信有効 ]
試 験 日  1 次　6/8（日）
◆茨城県警察官採用試験（第 1回）
受付期間　
　郵送・持参　4/15（火）まで
　インターネット　4/14（月）17:00 まで
第 1次試験
　5/11（日）
試験区分 受験資格

男性警察官Ａ

女性警察官Ａ

S60.4.2 以降に生まれた者で、大
学（短期大学を除く）を卒業し
た者若しくは、H27.3 までに卒
業見込みの者または人事委員会
がこれと同等と認める者

男性警察官Ｂ

女性警察官Ｂ

S59.4.2 から H8.4.1 までに生まれ
た者で、警察官Ａの受験資格（学
歴部分）に該当しない者（H26.10.1
から勤務可能な人に限る）

問 鉾田警察署警務係　☎ 34-0110
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特設人権相談所の開設について

市福祉事務所 社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

日　程　4/11（金）10:00 ～ 15:00 
場　所　鉾田中央公民館
内　容　差別問題、家庭内の問題、金銭賃借
　　　　借地借家、近隣間の揉め事等の相談
　　※　相談無料・予約不要

お知らせ

広 告 広 告

農業委員会からのお知らせ

  市農業委員会事務局
  ☎ 33-2111（内線 1251・1252）

問

【農地相談】
　日　時　4/9（水）
　　　　　○大洋総合支所　9:00 ～ 11:30
　　　　　○旭総合支所　　13:30 ～ 16:00
　内　容　各種申請書の受付と審査
【申請締切】　4/10（木）
【定例総会】　4/25（金）

鉾田市文化協会から
会員募集クラブのお知らせ　

  問    鉾田市文化協会事務局（旭地区学習等供用施設内）
　   ☎ 090-3201-5050　月・水・金（10:00 ～ 15:00）

【鉾田ウクレレクラブ・ブルースターズ】
  日　時　毎月第 2・4水曜日  13:00 ～ 16:00
  場　所　鉾田中央公民館　2Ｆ集会室
  その他　見学歓迎　現在会員 11 名
【リノフラ＆ケイキ】（フラダンス）
  日　時　毎月第 1・3日曜日
　　　　  子どもクラス　9:40 ～
　　　　  大人クラス　　10:00 ～
  場　所　旭公民館
  その他　見学歓迎

※  詳しい内容や入会については、鉾田市文化
協会事務局までお問い合わせください。

縦　覧
　納税者の皆様が自己の固定資産（土地 ･家
屋）と、他者の固定資産（土地 ･家屋）の評
価額との比較を通じて、自己の固定資産評価
の適正を確認いただく制度です。
期　間　4/1（火）～ 6/2（月）
　　　　※土日祝日の閉庁日を除く
場　所　市役所税務課・各総合支所窓口グループ
対象者　市内に土地 ･家屋の固定資産を有す
　　　　る納税者（同居の親族 ･納税管理人
　　　　等代理権を有する方を含む）
○対象者であることを特定できる運転免許証
　等をご持参願います。
○上記期間中は無料となります（ただし記載
　事項証明書は有料となります）
閲　覧
　納税義務者等の方や借地・借家人等が関係
する固定資産（土地 ･家屋）について、評価
額等を確認いただく制度で、縦覧期間中の閲
覧は無料となります。詳しくは市役所税務課
までお問合せください。

固定資産課税台帳の縦覧 ･ 閲覧について

  市役所 税務課　
  ☎ 33-2111（内線 1181・1182・1185）

問

募集します

鉾田市スポーツ教室 

 問    市教育委員会 生涯学習課　☎ 37-4342

　市教育委員会では、初心者や初級者の方を
対象に、「たのしみながら」スポーツの技術、
ルールやマナーを学べる教室を開講いたしま
す。一緒に汗を流しましょう！

【卓球教室】（春季）
期　間　4/4～6/6までの毎週金曜日（全10回）
時　間　19:30 ～ 21:30
場　所　鉾田総合運動公園体育館
申　込　申込み手続きは必要ございません。
　　　　直接会場へお集まりください。
その他　参加の際には、「運動ができる服装」
　　　　「体育館シューズ」「ラケット」「タオル」
　　　　「飲み物」等を用意してください。

※ ラケットのない方は、貸し出しもいたします。

　国土交通省は、河川をやさしく見守って下
さる河川愛護モニターを募集します。
応募資格　北浦付近にお住まいの満 20 歳以上
応募期間　4/1（火）～ 5/14（水）※ 17時必着
謝　　礼　実費程度
期　　間　H26.7.1 ～ H28.6.30

豊かな湖へ  安らかな湖へ  清らかな湖へ
～河川愛護モニターの募集について～

    問     国土交通省霞ヶ浦河川事務所　占用調整課
　　   ☎ 0299-63-2419

「春の野草展」の開催について

鉾田市野草クラブ会長　☎ 36-3103（川又）問

期　間　5/1（木）～ 5/4（日） 
時　間　9:00 ～ 16:00
場　所　鉾田中央公民館

「平成 26 年度受講生募集」

  問    鉾田中央公民館   ☎ 33-2030　（月曜日休館）

　公民館の定期講座・教室の募集については、
4月から募集しますのでお知らせいたします。
　講座・教室の内容等詳細については、4/10
以降に市立公民館（鉾田・大洋・旭）の窓口
でご確認ください。（新聞折込も 10 日）
募集期間
        4/15（火）～ 4/30（水）
        9:00 ～ 17:00
※  昨年度と募集方法が変わりました（昨年度
は先着順でしたが、今年度は期間内に申込ま
れた方全てを対象とし、定員を超えた場合は
抽選となります）。また、申込みの際に申込者
の郵便番号、住所、氏名を表面に記入した官
製ハガキが必要となります（1人 2 講座以上
の申込みも可能です。ただし、1講座につき 1
枚の官製ハガキが必要となります）。電話また
は FAXでのお申込みはできません。詳しくは、
4/10 以降に配布するパンフレットをご参照く
ださい。

『鹿行手話講座』受講生募集
 問   鹿行手話奉仕員養成委員会　越地　FAX 0299-72-2661
　　                                               菅谷　☎ 090-3217-3811

　手話によるコミュニケーションの技術・聴
覚障害の関連知識を習得し、手話活動を行い
得る手話奉仕員を養成します。
期　　間　5/10（土）～H27/2　（全 35 回）
　　　　　毎週土曜日　19:00 ～ 21:00
場　　所　鹿嶋市まちづくり市民センター
　　　　　（鹿嶋市宮中 4631-1）　　　　　　
対 象 者   ①入門コース（高校生以上）
　　　　　　手話学習を希望する初心者
　　　　　②基礎コース（高校生以上）
　　　　　　2013 年度入門コースの修了者
　　　　　　手話の基礎がある程度できている方
内　　容　手話技術・関連知識・体験学習
受 講 料   5,000 円（テキスト代別途）
申込方法　受講当日、申込みください。
　　　　　※事前申込は出来ません。

県有地売却のお知らせ

県総務部管財課　☎ 029-301-2380問

　茨城県では、職員住宅跡地など、現在利用
していない施設の土地・建物を、個人の方や
法人へ売却しています。
　鉾田市の売却物件は「住所：鉾田市塔ケ崎
字沢三木162番1，面積620.06㎡ ,価格567万円」
の宅地となっております。
　先着順の売却となりますので、お早めにお
問い合わせください。

申込締切　5/2 （金）
日　　時　5/14（水）9:00 ～
場　　所　旭スポーツセンター
種　　目　輪投げ・クロッケー・グラウンドゴルフ
参加資格　旭地区在住で 60 歳以上の健康な方
参  加  費　200 円 / 人
申  込  先　市社会福祉協議会　旭支所

申込締切　5/7 （水）
日　　時　5/15（木）9:00 ～
場　　所　大洋運動場
種　　目　輪投げ・グラウンドゴルフ
参加資格　大洋地区在住で 60歳以上の健康な方
参  加  費　200 円 / 人
申  込  先　市社会福祉協議会　大洋支所

旭地区大会

大洋地区大会

鉾田市高齢者いきいきスポーツ大会
　　　　　　　　　
  問     市社会福祉協議会旭支所　　☎ 37-3571
　　 市社会福祉協議会大洋支所　☎ 34-5200
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市立図書館休館日 4 月 休館日

つくば（9:00～21:00） ☎029-852-9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072-727-2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20:00～23:00） ☎0299-82-3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18:30～23:30）
日曜日・祝日・年末年始（9:00～17:00）
☎029-254-9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応）         ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34-0110
鉾田消防署 ☎34-0119
旭 出 張 所 ☎34-4119
大洋出張所 ☎34-5119
火災情報テレホンサービス ☎32-2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34-8770
 ☎34-8771

納税カレンダー

介護保険料 1期 納期限
4/30( 水 )

市役所秘書広聴課
☎33-2111（内線1212）

問

とき　4/9（水）　17：00～19：00
　　　鉾田中央公民館

行政相談  （定例）

電話番号 4月

鉾   田   病   院 32-3313 6・29

高 須 病 院 33-2131 13・5/3

ハタミクリニック 33-3158 20

北浦整形外科 33-2136 27

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

休日診療 （4/３～5/３まで掲載）

心配ごと相談（事前予約制）

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問
☎32-5831
☎37-3571
☎34-5200

とき　4/17（木） 鉾田中央公民館
　　　5/15（木）旭地区学習等供用施設
※弁護士による無料法律相談
※時間は10：45～15：00
※定員13名になり次第締切

健康カレンダー （4/３～5/３まで掲載）

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問 ☎33-3691
☎37-1411
☎39-4866

事業名 場所（項目） 4月

育児相談

鉾　田 23（水）

大　洋 30（水）

旭 15（火）

乳児健診 鉾　田 23（水）
（H25.12生）

10 ヶ月児
歯科相談 鉾　田 23（水）

（H25.6生）

幼児健康診査
鉾　

田

1歳6 ヶ 月
児健診

22（火）
（H24.9生）

2  歳  児
歯科検診

18（金）
（H23.9生）

3歳6 ヶ 月
児健診

8（火）
（H22.10生）

機能回復訓練
（リハビリ） 旭・鉾田・大洋

事前の予約や申
込みが必要にな
ります。

事　
　

業

精
神
保
健

デイケア 鉾　田

フリークラブ 大　洋

消費生活に関する相談

鉾田市消費生活センター    ☎33-2992問

とき　平日9:00～12:00　13:00～16:30
　　　鉾田市消費生活センター(鉾田保健センター内）
※契約のトラブル・多重債務問題など

鉾田地区防犯協会ホームページ
 □ http://www11.ocn.ne.jp/~hokobou

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

【開館時間　9：00～18：00】

市役所秘書広聴課
☎33－2111（内線1212）

問

市民と市長の朝市トーク

とき　4/7 （月） 鉾田市役所
　　　5/7（水）大洋総合支所
※時間は8：15～9：15
市長と話してみませんか
市民の皆さんが市長と自由に話しあえる
機会を広げるため、毎月 1回「市民と市
長の朝市トーク」を開催しています。
どうぞお気軽にご参加ください。

　3月3日に行われた朝市トークでは、道路や排水
のことなどが話題となりました。

広報紙発行月に１歳～３歳の誕生日を迎える我が家のアイドルを掲載してみませんか？
■申込方法　任意の用紙に下記の必要事項をご記入のうえ、秘書広聴課（画像データ持
　参）またはメール hisho@city.hokota.lg.jp（画像データ添付）にてお申込みください。
　●お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所
　●保護者名・電話番号　●保護者からお子さんに向けた 25 字程度のコメント
■ 5月号締切り　4月 16 日（水）■その他・応募多数の場合は抽選。・画像等
　は返却できません。・メールでの画像データは JPEG 形式で 3MB以内。

今月お誕生日を迎える我が家のアイドルを紹介します！
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